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細
長
い
胴
体
で
上
管
に
す
る
り
と
入

り
、
内
部
に
詰
ま
っ
た
異
物
を
き
れ
い
に

取
り
除
い
て
、
亀
裂
が
入
っ
た
箇
所
を
手

際
よ
く
樹
脂
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
い

く
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
で
、
下
水
管
の
保
守
管
理
に
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
機
械
部
品
メ
ー

カ
ー
・北
菱
（石
川
県
小
松
市
）
が
開
発

し
た
ロ
ボ
ツ
ト
「ミ
ニ
モ
グ
」
だ
。　
　
・

ミ
ニ
モ
グ
は
長
さ
八
十
考
、
幅
十
二

寿
。
地
上
か
ら
遠
隔
操
作
で
動
か
せ
る
ア

ー
ム
が
先
頭
に
付
い
て
お
り
、‘ド
リ
ル
エ

カ
ツ
タ
ー
、
プ
ラ
シ
と
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

を
取
り
換
え
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
が

可
能
。
一緒
に
小
型
カ
メ
ラ
車
を
入
れ
内

部
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
ケ
ー
プ
ル

で
引
っ
張
っ
て
移
動
さ
せ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
に
下
声
道
が
警
備
さ
れ
な

一鞣

中
雑
】
】
叶
蜘
坤
中
攀
鞘
中
韓
坤
峙
拇

年 っ ァ
与
蜘

数
が
二
十
年
程
度
と
コ
ン
ク
リ
ト
ト
製
に

丁

遠隔操作0ボ「ミニモグ」開発
比
べ
て
短
く
、近
年
亀^
裂
な
ど
を
原
因
と
　
（Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
支
援
を
受
け
て
マ
レ
ー

し
た
浸
水
被
害
な
ひ
が
頻
発
し
て
い
る
。
　
シ
ア
で
現
地
調
査
を
始
め
た
。

同
社
は
ミ
ニ
モ
グ
を
は
じ
め
三
種
類
の
　
′
そ
こ
で
日
に
し
た
の
は
、
場
当
た
り
的

下
水
道
保
守
管
理
ロ
ボ
ッ
ホ
を
展
開
し
、
　
と
も
言
え
る
保
守
管
理
の
状
朝
だ
っ
た
。

国
内
の
現
場
で
実
績
を
重
ね
て
き
た
。
長
　
谷
口
直
樹
社
長
Ｇ
し
は
「ま
る
で
、
も
ぐ

年
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
海
外
で
も
生
　
）り
た
た
き
。
日
本
で
は
優
先
順
位
を
付
け

か
そ
う
と
二
〇
一九
年
、
国
際
協
力
機
構
　
て
計
画
的
に
保
守
点
検
し
て
い
る
が
、
間

「『ミ三モダ』で東南アジアのインフラを守りたい」と話す谷口直樹社長=石川県小松市で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
　
「誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
考
え
方
の
も

と
、
人
種
や
性
別
、
地
域
な
ど
を
超
え
て
地
球
上
の
み
ん
な
が
そ
ろ

っ
て
幸
せ
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
国
連
の
目
標
。
「貧
困
を
な
く
そ
う
」

「す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を、」
「人
や
国
の
不
平
等
を
な
く
そ
う
」

な
ど
１７
の
テ
ー
マ
別
の
目
標
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
「∽ｇ
∽０
中Ｂ
鰤臣
①

∪
①く
①Ｊ
ｃＢ
①鰤
↓　
Ω
ｏ贈デ
（持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
」
の
略
「

題
が
起
き
て
か
ら
直
し
て
い
る
」
。
道
路

を
掘
り
起
こ
す
大
掛
か
り
な
工
事
は
コ
ス

ト
高
で
交
通
渋
滞
も
引
き
起
こ
し
て
お
り

「ロ
ボ
ツ
ト
に
よ
る
安
価
で
簡
単
な
保
守

点
検
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
」
と
感
じ
た
。

ま
ず
ミ
ニ
モ
グ
の
性
能
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
現
地
の
清
掃
業
者
を
対
象
に
基

本
的
な
操
作
を
教
え
る
講
座
を
開
催
。
今

年
四
月
か
ら
は
実
際
に
工
事
を
受
注
し
て

実
演
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
い
っ
た
ん
中
断
し
た
”
感

染
状
況
が
落
ち
着
け
ば
再
び
現
地
に
赴

き
、
本
格
輸
出
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

同
社
が
軸
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
は

◎
「産
業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ

う
」
。
谷
口
社
長
は
「マ
レ
ー
シ
ア
と
同

様
の
問
題
は
、
そ
の
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
で
も
今
後
起
き
て
く
る
。
ニ
ツ
チ
な
分

野
だ
が
、
日
本
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
る
こ
と
で
現
地
の
衛
生
環
境
を
守
る
こ

と
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

自
動
車
販
売
修
理
業
と
し
て

１
９
５
０
年
創
業
。
下
水
道
維

持
管
理
製
品
の
ほ
か
、
建
設
機
械
や
産
業
機
械
、
航

空
エ
ン
ジ
ン
部
品
な
ど
を
製
造
す
る
。
「ス
ー
パ
ー

ミ
ニ
モ
グ
ｐ
■
ｕ
ｓ
」
は
２
０
１
９
年
度
の
グ
ツ
ド

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
しヽ
た
。
２０
年
９
月
期
の
売
上
高

は
約
２３
億
円
”
従
業
員
数
は
約
１
２
０
人
。
本
社
は

石
川
県
小
松
市
長
田
町
。

Jヒ 菱 (再牒小松市)9

縦〕
産業と技術革新の
基盤をつくるう

会
社
メ
モ

石
川
県
七
尾
市
富
岡
町
の
恵
寿
総
合
病
院
な
ど
を
運
営
す
る
社
会
医
療
法
人
財
団
董
仙
会

は
七
月
一日
、
定
年
制
度
を
撤
廃
し
、
六
十
歳
以
降
も
正
社
員
と
し
て
働
け
る
体
制
を
整
え

る
。
同
会
が
二
十
一日
発
表
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（大
野
沙
羅
）、

来
月
、恵
寿
総
合
病
院
の
董
仙
会

七尾の医療法人
定年制度廃止

ヽ
人
生
百
年
時
代
」
を
見
据

え
、
六
十
歳
以
降
も
正
社
員
と

し
て
働
き
た
い
職
員
の
雇
用
を

維
持
す
る
狙
い
。
対
象
は
七
月

か
ら
六
十
歳
に
な
る
人
を
含
め

六
十
歳
未
満
の
．正
社
員
計
千
一

人
。
同
会
で
は
誕
生
日
を
迎
え

る
月
ご
と
に
定
年
制
が
あ
り
、

パ
ー
ト
や
嘱
託
職
員
で
再
雇
用

さ
れ
る
に
は
一度
退
職
の
必
要

が
あ
っ
た
。
定
年
を
な
く
す
こ

と
で
賃
金
が
下
が
り
す
ぎ
ず
、

継
続
し
て
雇
用
契
約
を
結
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

定
年
制
度
撤
廃
に
伴
い
、
生

２０年度日一公
庫
■
年
以
内
企
業
２．９倍

３
県
針
業
融
資
先
２８
．
６
％
増

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
発
表

し
た
二
〇
二
〇
年
度
の
北
陸
三

県
の
創
業
融
資
実
績
に
よ
る

と
（
融
資
先
数
は
前
年
度
比
２８

・６
％
増
の
六
百
五
十
三
社
、

融
資
額
は
１６
・１
％
増
の
三
十

七
億
円
だ
った
。
コ
ロ
ナ
禍
で

創
業
後
一年
以
内
の
企
業
の
経

営
環
境
が
悪
化
し
（
先
行
き
不

透
明
感
が
増
し
て
い
る
こ
と
が

影
響
じ
た
。

融
資
先
の
う
ち
、
創
業
前
融

涯
賃
金
も
上
げ
た
い
考
え
。
労

働
対
価
と
し
て
若
い
う
ち
か
ら

年
収
を
上
げ
た
り
、
夜
勤
な
ど

の
手
当
を
増
額
し
た
り
し
て
退

職
金
の
額
を
見
直
す
。

、六
十
歳
を
「キ
ャ
リ
ア
ポ
イ

ン
ト
」
と
位
置
付
け
、
以
前
を

「フ
ア
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
」
、

以
降
を

「セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
」
と
区
分
。
六
十
歳
で
働
き

方
を
考
え
、
正
社
員
で
続
け
る

場
合
は
年
次
有
給
休
暇
と
は
別

に
三
十
日
の
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
体

暇
も
設
け
る
。
六
十
歳
以
降
も

正
社
員
で
働
い
た
後
に
退
職
の

資
は
３５
・５
％
減
の
三
百
三
十

三
社
と
な
った
一方
、
創
業
後

一年
以
内
は
二
「九
倍
の
四
百

十
九
社
に
増
え
た
。

ヽ
同
公
庫
北
陸
創
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
は
「創
業
準
備

者
の
多
く
が
計
画
の
見
直
し
や

延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
一

方
、
コ
ロ
ナ
前
に
創
業
し
た

事
業
者
は
軌
道
に
乗
る
ま
で

の
期
間
が
長
期
化
し
（資
金
需

場
合
、
フ
ア
ー
ス
ト
退
職
金
に

セ
カ
ン
ド
の
功
労
金
を
上
乗
せ

す
る
が
、
六
十
歳
に
な
る
と
確

定
拠
出
年
金
の
分
は
解
約
す
る

と
手
元
に
入
る
仕
組
み
に
な

る
。六

十
歳
以
降
、
勤
務
制
限
が

な
い
仕
事
が
難
し
い
場
合
は
現

状
同
様
、
い
っ
た
ん
退
職
し
て

再
雇
用
さ
れ
、
嘱
託
職
員
や
パ

ー
ト
勤
務
も
で
き
る
。

業
務
内
容
の
違
い
に
よ
る
責

任
の
負
担
は
、
人
事
評
価
の
資

格
要
件
項
目
で
明
確
化
。
健
診

後
の
二
次
検
診
な
ど
で
健
康
維

持
に
努
め
、
集
中
力
な
ど
の
検

査
も
行
う
。
担
当
者
は
「定
年

と
い
う
考
え
を
な
く
し
卜
健
康

で
元
気
な
人
が
い
つ
ま
で
も
働

け
る
仕
組
み
を
整
え
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
　
　
」

要
が
高
ま
っ
た
」
と
指
摘
す

る
。創

業
前
の
融
資
先
数
を
業
種

別
で
み
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
が
最
も
大
き
か
わ
た
飲
食

店
や
宿
泊
業
は
５５
・
■
％
減
の

四
十
四
社
だ
っ
た
。
こ
の
他
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
２８
・
４
％
減
の

七
十
八
社
、
小
売
業
は
２０
．
０

％
減
の
二
十
八
社
だ
っ
た
。

六
瀬
戸
勝
之
）

５
月
の
保
証
承
諾
額

単則
径
同
月
比
大
幅
減

石
川
、富
山

石
川
、
富
山
両
県
の
信
用
保

証
協
会
が
発
表
し
た
五
月
の
保

証
承
諾
状
況
に
よ
る
と
、
件

数
、
金
額
と
も
に
前
年
同
月
を

大
幅
に
下
回
っ
た
。
コ
ロ
ナ
関

連
の
実
質
無
利
子
・無
担
保
の

制
度
融
資
の
申
請
受
け
付
け
が

二
月
末
で
終
了
し
た
こ
と
が
主

因
と
な
っ
た
。
石
川
は
ニ
カ
月

連
続
、
富
山
県
は
十
五
カ
月
ぶ

り
の
減
少
と
な
っ
た
。

石
川
は
件
数
が
８‐
．
３
％
減

の
三
百
四
十
五
件
（金
額
が
９０
．

７
％
減
の
二
十
二
億
二
千
八
百

万
円
。富
山
は
８６
・６
％
減
の
二

百
十
六
件
、９３
・
４
％
減
の
十

八
億
七
千
六
百
万
円
だ
っ
た
。

金
額
の
業
種
別
の
構
成
比

は
、
石
川
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
２０

ｏ
９
％
が
最
も
多
く
、
建
設
業

の
１７
。
３
％
、
飲
食
店
の
１６
・

１
％
の
順
。
富
山
の
最
多
は
建

設
業
の
２７
ｏ
Ｏ
％
で
ヽ
製
造
業

の
１８
ｏ
３
％
、
小
売
業
の
１７
・

７
％
と
続
い
た
。

富
山
の
協
会
の
担
当
者
は

「二
月
の
駆
け
込
み
申
請
で
融

資
が
行
き
渡
っ
た
と
み
ら
れ
る

が
、　
‐コＨ
ナ
禍
が
長
期
化
す
れ

ば
資
金
需
要
が
発
生
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
返
済
財
源
の
確
保

に
向
け
、
収
益
改
善
の
支
援
に

力
を
入
れ
る
」
と
話
す
。

企
業
の
債
務
を
肩
代
わ
り
す

る
代
位
弁
済
は
石
川
が
２８
・
６

％
減
の
十
五
件
（
金
額
は
７
・

９
％
減
の
一
億
五
千
六
百
万

円
。
富
山
は
１６
・
７
％
減
の
二

十
件
だ
っ
た
が
、
大
口
倒
産
が

あ
り
、
金
額
は
三
・
四
倍
の
三

億
三
千
五
百
万
円
だ
っ
た
。

（高
本
容
平
）

日率化  一 タ ー
柳

エッヨー  148
426  ▼2

(参考価格 )
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◇大  阪       【21日 】
鉄 ク ズ  ー
(H2、 電炉買値 )トン 48250

影 棒剣蜀(16ミ ,,)    トン  890011
厚  板
(12ミ リ〉(1・ 524(ル 〉(3.048て ,レ)

●ン 116000
薄    本反(2.3ミ ,ジ )  トン '15000
H形 鋼
(5,5× 8× 200× 100ミ リ)

トン  94000
等辺 山形鋼
(6× 50× 50ミ リ) トン 94α 00

丸 ク ギ (100ミ リ)→ 口 168
電  気  銅 (99.98%) トン1050000
電気亜鉛 (99 99%) トン 365000
ス    ズ (99.8%)  トン3660000
カセイソーダ (匿l形 )トン 159000
馬 で ん (精粉 1等)ヤと 225
コーンスクーチ
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ア
イ
・オ
ー
・ギ

機
器
卸
会
社
皐

エ
ス
テ
ィ

ア
イ
・
オ
ー
・

（金
沢
市
）
は
二

デ
ィ
ス
ク
ド
ラ
イ

卸
の
エ
ス
テ
イ
ト

京
）
の
全
株
式
を

全
子
会
社
化
す
る

合
意
し
た
と
発
表

三
十
日
付
の
取
得

エ
ス
テ
ィ
ト
レ

【22  日】

…

4のうなどぃ蓄で協定
石川県建設業協と金太

~▲

下■

石
川
県
建
設
業
一

商
社
の
金
太
（金

十
一
日
、
災
害
時

届
け
る
応
急
復
旧
一

に
関
す
る
協
定
を
一

金
太
は
ブ
ル
ー

型
の
土
の
う
の
在

し
、
危
機
管
理
の

と
石
川
県
穴
水
町

散
し
て
保
管
。
協

応
じ
て
被
災
地
（

首 長 の 1日
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